
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎朝の体温測定，健康チェックは熱中症予防にも有効です。また，自分の平熱

を知っておくことで，発熱に早く気づくことができます。体調が悪いと感じた時

は，無理をせず自宅で静養するようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
熱中症になってしまったら 
１．涼しい場所へ移動させる 

２．衣服をゆるめ，体を冷やす 

（首・脇の下，足の付け根など） 

３．水分・塩分を補給する 

 

こんな時はすぐに救急搬送 
・Ⅱ度の症状で，自分で水分・塩分 

を摂れないとき 

・Ⅲ度の症状がある 

 

 

 

 

参考：日本学校保健研修社「健」2022 年６月号， 
   厚生労働省 HP「令和 3 年度の熱中症予防行動リーフレット」 

 


